
●
第
１
７
２
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

特
集　

横
浜
の
子
育
て
支
援

１　

子
育
て
支
援
の
こ
れ
か
ら
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
日
向
雅
美

２　

横
浜
市
の
取
組
と
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
村
木
厚
子

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
保
育
室
に
つ
い
て
──
─
─
─
菊
池　

潤
、
吉
田
裕
光

〈
コ
ラ
ム
〉
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
女
性
と
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
市
長
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ス
ピ
ー
チ
抜
粋

３　

横
浜
市
の
待
機
児
童
対
策
の
経
緯
と
今
後
の
課
題 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
伊
東
裕
子
、
田
中
礼
子
、
渡
邉　

崇

〈
コ
ラ
ム
〉
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
に
基
づ
く
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度

４　
【
チ
ー
ム
レ
ポ
ー
ト
】
区
に
よ
る
地
域
分
析　
　

　
　
　
　
──
─
─
八
木
慶
子
、
高
田
裕
子
、
廣
瀬
綾
子
、
稲
垣
崇
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
圭
市
、
田
中
礼
子

５　

座
談
会
：「
チ
ー
ム
横
浜
」
で
取
り
組
ん
で

　
　

 

～
区
兼
務
係
長
か
ら
見
た
待
機
児
童
対
策
～　
　
　
　
　

　
　
　
──
─
─
─
葛
西
光
春
、
鈴
木
猛
史
、
千
葉
省
一
、
小
林
真
紀
、

　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
正
成
、
山
崎
信
吾
、
舩
戸
一
将
、
三
上
章
彦

６　

待
機
児
童
対
策
の
主
な
取
組

①
民
間
保
育
所
整
備
の
多
様
な
取
組
～
保
育
所
整
備
の
現
場
か
ら
～ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
白
井
正
和

〈
コ
ラ
ム
〉「
待
機
児
童
対
策
」
×
「
温
暖
化
対
策
」

　
　
　
　

～
よ
こ
は
ま
エ
コ
保
育
所
の
取
組
～
──
─
─
─
白
井
正
和

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
活
用
し
た
家
庭
的
保
育
事
業
─佐
藤
英
一
、
安
形
和
倫

〈
コ
ラ
ム
〉
保
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
──
─
─
─
─
─
宮
本
里
香

③
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
──
─
─
─
─
白
石
亜
紀
子
、
八
木
慶
子

④
保
育
士
確
保
の
取
組
─
─
小
林
謙
一
、
山
岸
紗
依
子
、
奥
田
裕
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
本
間　

睦
、
宮
本
里
香
、
関　

晃
子

⑤
私
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
萩
原
昌
子

７　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

 　
　

～
「
親
子
の
居
場
所
」
を
中
心
に
～

　
　
　
　
──
─
春
原
隆
之
、
小
澤
美
奈
子
、
藤
井
洋
平
、
安
藤
千
草

　
　
　
　
　
　

   

黒
岩
美
佳
、
雙
田
絵
美
、
中
山
容
子
、
韮
山
貴
史

〈
コ
ラ
ム
〉
子
育
て
支
援
に
お
け
る
一
時
預
か
り
の
役
割

８　

幼
児
期
の
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続

～
育
ち
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
「
横
浜
版 

接
続
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
～ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
寳
來
生
志
子

９　

横
浜
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

　
　

～
寄
り
添
う
母
子
保
健
か
ら
社
会
的
養
護
ま
で
～

　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
近
藤
政
代
、
柴
山
一
彦
、
大
木
克
之

10　

横
浜
市
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
取
組
評
価
と
今
後
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
山
本
真
実

11　

座
談
会
：
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
──
─
─

岡
本
洋
子
、
原　

美
紀
、
藤
橋
智
子
、
吉
岡
善
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
英
則
、
田
中
博
章
、
三
上
章
彦

第
二
特
集　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

１　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
　

～
「
信
頼
の
絆
」
で
解
く
現
代
経
済
・
社
会
の
諸
課
題
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
稲
葉
陽
二

２　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
～
人
が
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く
る
～ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
山
崎　

亮

〈
コ
ラ
ム
〉「
出
会
い
を
楽
し
む
」
×
「
走
る
」
＝
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ラ

ソ
ン
！　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
三
樹
睦
月

調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト

図
書
館
は
「
地
域
の
情
報
拠
点
」
！

   

～
新
た
な
取
組
「
ヨ
コ
ハ
マ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
」
が
果
た
す
役
割
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
荘
田
祥
子
、
小
原
亜
実
子

●
第
１
７
３
号
（
二
〇
一
三
年
十
一
月
）

特
集　

政
策
五
十
年
史

１　

は
じ
め
に

　
　

～
１
９
６
３
年
の
横
浜
、
人
口
、
総
合
計
画
と
財
政
の
変
遷
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

編
集
部

２　

分
野
別
政
策
史

①
水
道
政
策
史　

～
水
源
開
発
を
中
心
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
佐
々
木
誠

②
港
湾
政
策
史
～
横
浜
港
港
湾
計
画
を
た
ど
っ
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
帰
山
誠
人
、
蝦
名
隆
元
、
古
賀
淳
一

③
交
通
政
策
史
～
総
合
計
画
の
交
通
部
門
を
振
り
返
っ
て
～　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
橋
詰
勝
彦
、
桐
山
大
介
、
森
兼
孝
司

④
都
市
づ
く
り
政
策
史

　
　

～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
協
働
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
佐
藤
正
治
、
石
津
啓
介

⑤
危
機
管
理
政
策
史
～
災
害
対
策
か
ら
危
機
管
理
へ
～　
　
　

　
　
　
　
──
─
─
松
下
信
男
、
宮
川
淳
一
、三
宅　

海
、
日
比
野
洋
平

⑥
消
防
政
策
史
～
救
助
と
救
急
の
歩
み
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
佐
久
間
栄
吉
、
平
中　

隆

⑦
廃
棄
物
政
策
史
～
ご
み
の
収
集
・
運
搬
、
処
理
・
処
分
～　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
岩
瀬
武
、
松
村
容
輔

⑧
環
境
政
策
史
～
か
け
が
え
の
な
い
環
境
を
未
来
へ
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
兵
頭
輝
久
、
赤
坂
真
司
、
畠
山
貴
紀

⑨
経
済
政
策
史
～
政
策
形
成
の
点
か
ら
面
へ
の
飛
躍
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
兼
松
仁
礼
夫

⑩
福
祉
政
策
史
～
す
べ
て
の
市
民
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た

め
、
社
会
の
変
化
と
共
に
歩
む
～　

　
　
──
─
─
粟
屋
し
ら
べ
、
小
田
友
希
子
、
池
上
省
吾
、
島
根
正
樹

⑪
教
育
政
策
史
～
「
教
育
の
ま
ち
・
横
浜
」
の
実
現
に
向
け
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
佐
藤
正
淳

⑫
文
化
政
策
史
～
矛
盾
が
導
く
多
様
な
展
開
～
──
─
─
─
鬼
木
和
浩

⑬
都
市
デ
ザ
イ
ン
史
～
都
市
の
個
性
を
つ
く
る
～ 

─
─
─
桂　

有
生

⑭
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
政
策
史
～
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
～
─　

市
川
雅
啓
、
石
津
啓
介
、
藤
原
啓
子
、
高
梨
潤
一
、
山
県
稔
生

３　

横
浜
市
に
お
け
る
政
策
の
基
礎
的
調
査
・
研
究

　
　

～
40
年
を
振
り
返
る
～
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
中
川
久
美
子

４　

政
策
と
し
て
の
自
治
体
史
～
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
と
市
史
資
料
室
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
西
比
呂
志

５　
お
わ
り
に
～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
史
と
し
て
の
横
浜
政
策
史
～
─
編
集
部

〈
コ
ラ
ム
〉
政
策
知
を
引
き
継
い
で
ゆ
く
た
め
に

～
「
横
浜
ら
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」
～
─米
満
東
一
郎
、
中
村
一
己

〈
創
刊
50
周
年
記
念
寄
稿
〉
調
査
季
報
の
未
来
へ

　
　

斬
新
で
的
確
な
テ
ー
マ
、
魅
力
に
満
ち
た
調
査
季
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
宮
本
み
ち
子

分
野
横
断
的
な
社
会
構
想
を
今
後
も
──
─
─
─
─
─
─
─
─
広
井
良
典

自
治
体
発
「
政
策
情
報
誌
」
の
典
型
を
つ
く
っ
て
き
た
50
年　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
矢
野
修

戦
史
、
そ
し
て
、
恋
文
と
し
て
の
調
査
季
報
─
─
─
─
─
─
沼
田
真
一

〈
創
刊
50
周
年
に
寄
せ
て
〉
調
査
季
報
と
私　

調
査
季
報
の
50
年　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
土
井
一
成

最
高
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
だ
っ
た
調
査
季
報
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
浜
野
四
郎

ハ
マ
の
政
策
力　
　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
林　

琢
己

調
査
季
報
は
ハ
マ
の
貴
重
な
宝　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
野
村
宜
彦

調
査
季
報
と
の
関
わ
り
と
情
報
社
会
の
進
化
─
─
─
─
─
─
藤
又　

衛

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
村
上
佳
江

調
査
季
報
に
見
る
、
横
浜
市
の
懐
の
深
さ
──
─
─
─
─
─
─
加
藤
慎
介

私
に
と
っ
て
調
査
季
報
は
、
仕
事
半
生
の
論
文
指
導
教
官

　

～
現
場
・
地
域
目
線
に
寄
り
添
っ
た
上
で
の
客
観
視
～
─大
木
節
裕

横
浜
の
先
駆
例
が
編
集
を
待
っ
て
い
る
──
─
─
─
─
─
─
─
大
塚　

宏

調
査
季
報
は
、
政
策
力
点
検
の
場
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
加
藤
勝
彦

人
と
人
を
つ
な
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
──
─
─
─
─
─
─
續
橋
宏
昭

「
政
策
研
究
誌
」
調
査
季
報
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
賀
谷
ま
ゆ
み

調
査
季
報
を
残
す
こ
と　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
唐
澤　

健

●
第
１
７
４
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

特
集　

自
治
体
の
未
来
を
切
り
拓
く
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

１　

識
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
切
り
拓
く
未
来
の
社
会
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
小
宮
山
宏
、
小
林
一
美

２　

座
談
会
「
横
浜
の
情
報
戦
略
と
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」

　
　
　
　
──
─
─

庄
司
昌
彦
、
杉
浦
裕
樹
、
龍
治
玲
奈
、
鈴
木　

隆

３　

国
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

①
内
閣
官
房
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

　
　

～
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
を
目
指
し
て
～
──
─
─
早
田
吉
伸

②
総
務
省
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
──
─
─
─
後
白
一
樹

③
経
済
産
業
省
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
──
─
宮
里
孝
則

４　

横
浜
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
と
課
題

①
横
浜
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進

　
　

―
そ
の
意
義
と
目
的　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
関
口
昌
幸

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
市
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
推
進
の
た
め
の
指

針
の
策
定　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

編
集
部

②
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
盤
を
創
る
──
─
御
園
生
智
之
、
太
田
幸
希

②-

２　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
情
報
基
盤
─
─
─
─
─
林　

正
貴

③
民
間
と
の
協
働
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
ど
う
進
め
て
い
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
関
口
昌
幸
、
上
野
直
樹

④
多
様
性
×
技
術
で
起
こ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　

～
か
な
ざ
わ
育
な
び.

ｎ
ｅ
ｔ
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
石
塚
清
香

５　

海
外
・
他
都
市
に
み
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組

①
海
外
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
──
─
─
庄
司
昌
彦
、
渡
辺
智
暁

②
デ
ー
タ
シ
テ
ィ
鯖
江
の
取
組

　

～
市
民
主
役
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
～ 

──
─
─
─
牧
田
泰
一

③
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
お
け
る
自
治
体
間
連
携
の
必
要
性
─
三
木
浩
平

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
デ
イ

２
０
１
４
──
横
浜
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
発
展
委
員
会

職
員
の
疑
問
に
答
え
る 

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
礎
知
識
── 

編
集
部

６　

職
員
座
談
会
：
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
新
し
い
行
政
の
形

                       

──
─
─
─
太
田
幸
希
、
河
合
太
一
、
岩
下　

篤
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宅
史
明
、
石
井
夕
美
、
十
鳥
美
津
子

平
成
26
年
11
月
22
日
、
元
技
監
・
都
市
計
画
局
長
の
小
澤
惠
一
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
仕
事
で
ご
一

緒
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
３
年
前
か
ら
知
遇
を
得
て
、
何
度
か
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。
み
な

と
み
ら
い
21
事
業
の
推
進
役
を
20
年
以
上
に
わ
た
り
担
わ
れ
た
小
澤
さ
ん
の
視
点
は
含
蓄
に
富
む
も
の
で

あ
っ
た
が
、
中
で
も
「
最
初
に
構
造
を
解
く
」
と
い
う
教
え
は
、
今
も
私
の
座
右
の
銘
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
構
造
の
解
読
を
誤
る
と
ど
ん
な
に
資
源
を
投
入
し
て
も
成
果
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
点
、
人

口
問
題
ほ
ど
構
造
へ
の
洞
察
が
求
め
ら
れ
る
領
域
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
号
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
社
人
研

の
金
子
隆
一
副
所
長
の
研
究
を
始
め
と
し
て
、
人
口
学
や
各
種
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
共
有

知
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
政
策
論
議
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。                         

（
米
満
）

久
し
ぶ
り
に
原
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。
量
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
短
い
文
章
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
分

野
に
つ
い
て
ま
と
め
る
の
は
非
常
に
大
変
で
し
た
。
文
章
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
次

第
で
す
。
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。                      

（
石
井
）

編
　
集
　
後
　
記
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